
(57)【要約】

【課題】駆動部材をブロック状に形成することによって

、被駆動部材を安定して正確に移動させることのできる

アクチュエータを提供する。

【解決手段】アクチュエータは、一体的に取り付けられ

た圧電素子３２と駆動部材３４を備える。駆動部材３４

はブロック状に形成され、この駆動部材３４の両側面に

被駆動板３０、３０が摩擦係合される。

【選択図】  　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 変 位 方 向 の 一 方 の 端 面 が 固 定 部 材 に よ っ て 支 持 さ れ た 圧 電 素 子 と 、
　 該 圧 電 素 子 の 変 位 方 向 の 他 方 の 端 面 に 取 り 付 け ら れ た ブ ロ ッ ク 状 の 駆 動 部 材 と 、
　 前 記 変 位 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 前 記 駆 動 部 材 の 少 な く と も 一 つ の 端 面 に 摩 擦 係 合 さ れ る
と と も に 、 前 記 変 位 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ た 被 駆 動 部 材 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 変 位 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 前 記 駆 動 部 材 の 両 端 面 に 前 記 被 駆 動 部 材 が 摩 擦 係 合 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 被 駆 動 部 材 に 取 り 付 け ら れ た レ ン ズ 枠 を 光 軸 に 沿 っ て 移 動
さ せ る レ ン ズ 移 動 用 の ア ク チ ュ エ ー タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア
ク チ ュ エ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ア ク チ ュ エ ー タ に 係 り 、 特 に デ ジ タ ル カ メ ラ や 携 帯 電 話 機 等 の 小 型 精 密 機 器 に
搭 載 さ れ 、 ズ ー ム レ ン ズ や フ ォ ー カ ス レ ン ズ を 駆 動 す る ア ク チ ュ エ ー タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 デ ジ タ ル カ メ ラ 等 の レ ン ズ 部 の 駆 動 装 置 と し て 圧 電 素 子 を 用 い た ア ク チ ュ エ ー タ が あ る
。 例 え ば 特 許 文 献 １ の ア ク チ ュ エ ー タ は 、 圧 電 素 子 の 端 面 に 駆 動 棒 が 固 着 さ れ 、 そ の 駆 動
棒 に 鏡 筒 が ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 さ れ る 。 鏡 筒 に は 板 ば ね が 取 り 付 け ら れ 、 こ の 板 ば ね の 弾
性 力 に よ っ て 駆 動 棒 と の 間 に 摩 擦 力 が 働 く よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 圧 電 素 子 に は 、 略
鋸 歯 状 の 波 形 を し た 駆 動 パ ル ス が 印 加 さ れ 、 圧 電 素 子 は 伸 び 方 向 と 縮 み 方 向 で 異 な る 速 度
で 変 位 す る 。 例 え ば 圧 電 素 子 が 緩 や か に 変 位 す る と 、 駆 動 棒 と と も に 鏡 筒 が 移 動 す る 。 逆
に 、 圧 電 素 子 が 速 く 変 位 す る と 、 鏡 筒 が そ の 質 量 の 慣 性 に よ っ て 同 じ 位 置 に 停 ま る 。 し た
が っ て 、 圧 電 素 子 に 略 鋸 歯 状 の 波 形 を し た 駆 動 パ ル ス を 繰 り 返 し 印 加 す る こ と に よ っ て 、
鏡 筒 を 細 か な ピ ッ チ で 間 欠 的 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 ２ に 記 載 の ア ク チ ュ エ ー タ は 、 圧 電 素 子 の 変 位 方 向 の 端 面 に 係 合 部 材 が 取 り 付
け ら れ て お り 、 こ の 係 合 部 材 が 移 動 板 に 摩 擦 係 合 さ れ 、 移 動 板 に 鏡 筒 が 取 り 付 け ら れ て い
る 。 そ し て 、 圧 電 素 子 に 駆 動 パ ル ス を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 係 合 部 材 が 振 動 し 、 移 動 板
と 鏡 筒 が 移 動 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ６ ３ ３ ０ ６ ６ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ３ ２ ３ ３ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ 、 ２ に 記 載 の ア ク チ ュ エ ー タ は 、 駆 動 部 材 （ 上 記 の 駆 動 棒 や
係 合 部 材 等 ） が 棒 状 、 或 い は 板 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、 圧 電 素 子 の 振 動 が 駆 動 部 材 に よ
っ て 吸 収 さ れ て 減 衰 し て し ま い 、 鏡 筒 を 正 確 に 移 動 さ せ る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ
っ た 。 特 に 、 高 周 波 の 振 動 は 、 駆 動 部 材 に よ る 減 衰 率 が 大 き い た め 、 鏡 筒 の 応 答 性 が 悪 く
な り 、 鏡 筒 を 正 確 に 移 動 さ せ る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ 、 ２ に 記 載 の ア ク チ ュ エ ー タ は 、 駆 動 部 材 と 、 被 駆 動 部 材 と の 間 の 摩
擦 力 が 不 足 し 、 被 駆 動 部 材 の 動 作 が 不 安 定 に な り や す い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 被 駆 動 部 材 を 安 定 し て 正 確 に 移 動 さ

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-354833 A 2005.12.22



せ る こ と の で き る ア ク チ ュ エ ー タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 変 位 方 向 の 一 方 の 端 面 が 固 定 部 材
に よ っ て 支 持 さ れ た 圧 電 素 子 と 、 該 圧 電 素 子 の 変 位 方 向 の 他 方 の 端 面 に 取 り 付 け ら れ た ブ
ロ ッ ク 状 の 駆 動 部 材 と 、 前 記 変 位 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 前 記 駆 動 部 材 の 少 な く と も 一 つ の
端 面 に 摩 擦 係 合 さ れ る と と も に 、 前 記 変 位 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ た 被 駆 動 部 材 と 、 を 備 え
た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 駆 動 部 材 が ブ ロ ッ ク 状 に 形 成 さ れ て い る の で 、 圧 電 素
子 の 振 動 が 駆 動 部 材 で 減 衰 す る こ と な く 被 駆 動 部 材 に 伝 達 さ れ る 。 し た が っ て 、 被 駆 動 部
材 を 精 度 良 く 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 変 位 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 前 記
駆 動 部 材 の 両 端 面 に 前 記 被 駆 動 部 材 が 摩 擦 係 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ２ に 記 載
の 発 明 に よ れ ば 、 駆 動 部 材 の 両 端 面 に 被 駆 動 部 材 が 摩 擦 係 合 さ れ て い る の で 、 摩 擦 係 合 面
が 増 え て 大 き な 出 力 が 得 ら れ 、 被 駆 動 部 材 を 安 定 し て 正 確 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 特
に 、 摩 擦 係 合 面 を 駆 動 部 材 の 両 端 面 に 設 け た こ と に よ っ て 、 駆 動 力 が 偏 っ て 被 駆 動 部 材 に
伝 わ る こ と を 防 止 で き 、 被 駆 動 部 材 を よ り 安 定 し て 正 確 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 請 求 項 １ 又 は ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記
被 駆 動 部 材 に 取 り 付 け ら れ た レ ン ズ 枠 を 光 軸 に 沿 っ て 移 動 さ せ る レ ン ズ 移 動 用 の ア ク チ ュ
エ ー タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る ア ク チ ュ エ ー タ に よ れ ば 、 駆 動 部 材 が ブ ロ ッ ク 状 に 形 成 さ れ て い る の で 、
圧 電 素 子 の 振 動 が 駆 動 部 材 で 減 衰 す る こ と な く 被 駆 動 部 材 に 伝 達 さ れ 、 被 駆 動 部 材 を 正 確
に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に 従 っ て 本 発 明 に 係 る ア ク チ ュ エ ー タ の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説 明
す る 。 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る ア ク チ ュ エ ー タ が 適 用 さ れ た レ ン ズ 装 置 の 構 成 を 示 す 斜 視 図
で あ る 。 同 図 に 示 す レ ン ズ 装 置 は 、 箱 型 の ケ ー ス １ ２ を 有 し 、 こ の ケ ー ス １ ２ の 側 面 に は
固 定 レ ン ズ １ ６ が 取 り 付 け ら れ る 。 ケ ー ス １ ２ の 内 部 に は 、 移 動 レ ン ズ （ 例 え ば ズ ー ム レ
ン ズ や フ ォ ー カ ス レ ン ズ ） １ ８ を 保 持 し た レ ン ズ 枠 ２ ０ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 レ ン ズ 枠 ２ ０ の 外 周 面 に は 係 合 部 ２ ２ と ガ イ ド 部 ２ ６ が 突 出 形 成 さ れ る 。 係 合 部 ２ ２ に
は 、 Ｕ 状 の 溝 ２ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 溝 ２ ３ に ガ イ ド 棒 ２ ４ が 係 合 さ れ る 。 ま た 、 ガ
イ ド 部 ２ ６ に は 、 貫 通 孔 ２ ７ が 形 成 さ れ 、 こ の 貫 通 孔 ２ ７ に ガ イ ド 棒 ２ ８ が 挿 通 さ れ る 。
ガ イ ド 棒 ２ ４ 、 ２ ８ は 、 光 軸 方 向 に 配 設 さ れ て お り 、 ケ ー ス １ ２ に 固 定 さ れ て い る 。 こ れ
に よ り 、 レ ン ズ 枠 ２ ０ は 、 光 軸 方 向 に ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 レ ン ズ 枠 ２ ０ に は 、 二 枚 の 被 駆 動 板 （ 被 駆 動 部 材 に 相 当 ） ３ ０ 、 ３ ０ が 一 体 的 に
取 り 付 け ら れ て い る 。 各 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 細 長 い 矩 形 状 に 形 成 さ
れ て お り 、 そ の 長 手 方 向 が 光 軸 と 平 行 に な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 被 駆 動 板 ３ ０
、 ３ ０ は 、 互 い に 平 行 に な る よ う に 配 置 さ れ て お り 、 そ の 間 隔 は 、 後 述 す る 駆 動 部 材 ３ ４
の 幅 に 合 わ せ て 設 置 さ れ て い る 。 被 駆 動 部 材 ３ ０ 、 ３ ０ の 材 質 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は
な い が 、 軽 量 で 、 且 つ 剛 性 の 強 い 材 質 、 例 え ば セ ラ ミ ッ ク 等 が 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 の ア ク チ ュ エ ー タ は 、 二 枚 の 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ の 間 に 配 設 さ れ た 圧 電 素
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子 ３ ２ と 駆 動 部 材 ３ ４ を 備 え る 。 圧 電 素 子 ３ ２ は 、 そ の 幅 寸 法 （ 図 ２ の 上 下 方 向 の 寸 法 ）
が 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ の 間 隔 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ 、 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ に 対 し て 若 干 の
隙 間 を 持 っ て 配 置 さ れ る 。 圧 電 素 子 ３ ２ の 変 位 方 向 （ 光 軸 方 向 ） の 一 方 の 端 面 に は 、 ケ ー
ス １ ２ に 固 定 さ れ た 押 え 板 ３ ８ が 配 置 さ れ 、 も う 一 方 の 端 面 に は 駆 動 部 材 ３ ４ が 固 定 さ れ
て い る 。 駆 動 部 材 ３ ４ は 、 矩 形 の ブ ロ ッ ク 状 に 形 成 さ れ て お り 、 被 駆 動 板 ３ ０ と 同 様 に 、
軽 量 で 、 且 つ 剛 性 の 強 い 材 質 、 例 え ば セ ラ ミ ッ ク 等 で 作 ら れ て い る 。 ま た 、 駆 動 部 材 ３ ４
は 、 そ の 幅 寸 法 （ 図 ２ の 上 下 方 向 の 寸 法 ） が 圧 電 素 子 ３ ２ の 幅 寸 法 よ り も 大 き く 、 且 つ 、
被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ 同 士 の 間 隔 と 略 同 寸 法 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ に は 押 え ば ね ３ ６ が 取 り 付 け ら れ る 。 押 え ば ね ３ ６ は 、 被 駆 動 板 ３
０ 、 ３ ０ を 挟 み 込 む よ う に し て 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の 押 え ば ね ３ ６ の 弾 性 力 に よ っ て
、 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ が 駆 動 部 材 ３ ４ の 上 面 と 下 面 に 押 圧 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 被 駆 動 板
３ ０ 、 ３ ０ が そ れ ぞ れ 、 駆 動 部 材 ３ ４ の 上 面 と 下 面 に 摩 擦 係 合 さ れ る 。 被 駆 動 板 ３ ０ と 駆
動 部 材 ３ ４ と の 摩 擦 力 は 、 後 述 す る よ う に 、 圧 電 素 子 ３ ２ に 緩 や か な 電 圧 変 化 の 駆 動 パ ル
ス を 印 加 し た 際 に そ の 駆 動 力 よ り も 摩 擦 力 が 大 き く な る よ う に 、 そ し て 、 圧 電 素 子 ３ ２ に
急 激 な 電 圧 変 化 の 駆 動 パ ル ス を 印 加 し た 際 に そ の 駆 動 力 よ り も 摩 擦 力 が 小 さ く な る よ う に
設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ （ Ａ ） 、 図 ３ （ Ｂ ） は 圧 電 素 子 ３ ２ に 印 加 す る 駆 動 パ ル ス の 例 を 示 し た も の で あ る
。 図 ３ （ Ａ ） は 、 図 ２ の レ ン ズ 枠 ２ ０ を 左 方 向 に 移 動 さ せ る 際 の 駆 動 パ ル ス で あ り 、 図 ３
（ Ｂ ） は 図 ２ の レ ン ズ 枠 ２ ０ を 右 方 向 に 移 動 さ せ る 際 の 駆 動 パ ル ス で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ （ Ａ ） 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 圧 電 素 子 ３ ２ に は 略 鋸 歯 状 の 駆 動 パ ル ス が 印 加
さ れ る 。 例 え ば 図 ３ （ Ａ ） の 場 合 、 圧 電 素 子 ３ ２ に は 時 刻 β １ か ら 時 刻 β ２ に か け て 緩 や
か に 立 ち 上 が り 、 時 刻 β ３ で 急 激 に 立 ち 下 が る 略 鋸 歯 状 の 駆 動 パ ル ス が 圧 電 素 子 ３ ２ に 印
加 さ れ る 。 し た が っ て 、 時 刻 β １ か ら 時 刻 β ２ で は 、 圧 電 素 子 ３ ２ が 緩 や か に 伸 長 し 、 こ
れ に 伴 っ て 駆 動 部 材 ３ ４ が 緩 や か に 変 位 す る の で 、 被 駆 動 板 ３ ０ は 駆 動 部 材 ３ ４ と と も に
移 動 す る 。 こ れ に よ り 、 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ を 図 ２ の 左 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
時 刻 β ３ で は 、 圧 電 素 子 ３ ２ が 急 激 に 縮 む の で 、 駆 動 部 材 ３ ４ は 図 ２ の 右 方 向 に 変 位 す る
。 そ の 際 、 駆 動 部 材 ３ ４ が 急 激 に 変 位 す る の で 、 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ は 慣 性 に よ っ て そ の
位 置 に 停 止 し た ま ま 、 駆 動 部 材 ３ ４ だ け が 移 動 す る 。 し た が っ て 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 し た 鋸
歯 状 の 駆 動 パ ル ス を 繰 り 返 し 印 加 す る こ と に よ っ て 、 図 ２ の 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ は 左 方 向
へ の 移 動 と 停 止 を 繰 り 返 す の で 、 レ ン ズ 枠 ２ ０ を 左 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ （ Ｂ ） の 場 合 に は 、 時 刻 β ４ か ら 時 刻 β ５ に か け て 緩 や か に 立 ち 下 が り 、 時 刻 β ６
で 急 激 に 立 ち 上 が る 略 鋸 歯 状 の 駆 動 パ ル ス が 圧 電 素 子 ３ ２ に 印 加 さ れ る 。 し た が っ て 、 時
刻 β ４ か ら 時 刻 β ５ で は 、 圧 電 素 子 ３ ２ が 緩 や か に 縮 み 、 こ れ に 伴 っ て 駆 動 部 材 ３ ４ が 緩
や か に 変 位 す る の で 、 被 駆 動 板 ３ ０ は 駆 動 部 材 ３ ４ と と も に 移 動 す る 。 こ れ に よ り 、 被 駆
動 板 ３ ０ 、 ３ ０ を 図 ２ の 右 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 図 ３ （ Ｂ ） の 時 刻 β ６ で は 、
圧 電 素 子 ３ ２ が 急 激 に 伸 長 す る の で 、 駆 動 部 材 ３ ４ は 図 ２ の 右 方 向 に 変 位 す る 。 そ の 際 、
駆 動 部 材 ３ ４ が 急 激 に 変 位 す る の で 、 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ は 慣 性 に よ っ て そ の 位 置 に 停 止
し た ま ま 、 駆 動 部 材 ３ ４ だ け が 移 動 す る 。 し た が っ て 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 し た 鋸 歯 状 の 駆 動
パ ル ス を 繰 り 返 し 印 加 す る こ と に よ っ て 、 図 ２ の 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ は 右 方 向 へ の 移 動 と
停 止 を 繰 り 返 す の で 、 レ ン ズ 枠 ２ ０ を 右 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 上 記 の 如 く 構 成 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 の ア ク チ ュ エ ー タ の 主 な 特 徴 と し て 、 駆 動 部 材 ３ ４ を ブ ロ ッ ク 状 に 形 成 し
た 点 が あ る 。 駆 動 部 材 ３ ４ を 棒 状 や 板 状 に 形 成 し た 場 合 は 、 圧 電 素 子 ３ ２ の 振 動 が 駆 動 部
材 ３ ４ に よ っ て 吸 収 さ れ や す く な り 、 被 駆 動 板 ３ ０ を 正 確 に 駆 動 す る こ と が 非 常 に 困 難 に
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な る 。 特 に 、 低 電 圧 の 起 電 力 で 、 且 つ 高 周 波 の パ ル ス 信 号 で 駆 動 す る 場 合 は 、 被 駆 動 板 ３
０ 、 ３ ０ を 正 確 に 駆 動 す る こ と は で き な く な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 の 形 態 の よ う に 駆 動 部 材 ３ ４ を ブ ロ ッ ク 状 に 形 成 し た 場 合 は 、 圧
電 素 子 ３ ２ の 振 動 が 駆 動 部 材 ３ ４ で 吸 収 さ れ る お そ れ が な い 。 さ ら に 本 実 施 の 形 態 で は 、
被 駆 動 板 ３ ０ が 駆 動 方 向 に 延 設 さ れ て お り 、 駆 動 部 材 ３ ４ と 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ の 摩 擦 係
合 面 の 位 置 が 圧 電 素 子 ３ ２ に 対 し て 常 に 一 定 に 保 た れ る 構 造 な の で 、 前 記 摩 擦 係 合 面 は 常
に 圧 電 素 子 ３ ２ の 近 傍 に 保 た れ る 。 し た が っ て 、 圧 電 素 子 ３ ２ の 振 動 が 減 衰 す る こ と な く
被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ に 伝 達 さ れ る の で 、 被 駆 動 板 ３ ０ を 正 確 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
よ っ て 、 低 電 圧 で 、 高 周 波 の 駆 動 パ ル ス を 印 加 し た 場 合 で あ っ て も 、 レ ン ズ 枠 ２ ０ を 高 速
で 正 確 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の ア ク チ ュ エ ー タ の も う 一 つ の 主 な 特 徴 と し て 、 駆 動 部 材 ３ ４ の 両
側 か ら 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ を 摩 擦 係 合 さ せ た 点 が あ る 。 こ の よ う に 構 成 す る と 、 十 分 な 摩
擦 力 が 安 定 し て 得 ら れ る と と も に 、 駆 動 部 材 ３ ４ に 対 し て 上 下 均 等 に 摩 擦 力 が 得 ら れ る の
で 、 駆 動 力 を 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ に 均 等 に 、 且 つ 確 実 に 伝 達 す る こ と が で き る 。 こ れ に 対
し て 、 被 駆 動 板 ３ ０ を 一 枚 だ け 設 け た 場 合 に は 、 被 駆 動 板 ３ ０ と 駆 動 部 材 ３ ４ と の 間 で 十
分 な 摩 擦 力 が 得 ら れ な か っ た り 、 駆 動 部 材 ３ ４ の 片 側 に だ け 摩 擦 係 合 面 が 設 け ら れ て い る
の で バ ラ ン ス が 悪 く 、 圧 電 素 子 ３ ２ の 駆 動 力 を 効 率 よ く 被 駆 動 板 ３ ０ に 伝 達 す る こ と が で
き な い と い う 問 題 が あ る 。 し た が っ て 、 本 実 施 の 形 態 の ア ク チ ュ エ ー タ に よ れ ば 、 駆 動 部
材 ３ ４ の 両 側 か ら 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ を 摩 擦 係 合 さ せ る よ う に し た の で 、 駆 動 力 を 被 駆 動
板 ３ ０ 、 ３ ０ に 均 等 、 且 つ 確 実 に 伝 達 す る こ と が で き 、 レ ン ズ 枠 ２ ０ を ス ム ー ズ に 移 動 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 は 、 駆 動 部 材 ３ ４ の 両 側 に 二 枚 の 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ を 摩 擦
係 合 さ せ た が 、 三 枚 以 上 の 被 駆 動 板 ３ ０ を 摩 擦 係 合 さ せ て も よ い 。 例 え ば 、 図 ４ は 四 枚 の
被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ … を 設 け た 例 で あ る 。 図 ４ に 示 す 各 被 駆 動 板 ３ ０ は 、 細 長 い 矩 形 状 に
形 成 さ れ て お り 、 そ の 長 手 方 向 が 光 軸 方 向 に な る よ う に し て 配 置 さ れ 、 レ ン ズ 枠 ２ ０ に 固
定 さ れ て い る 。 ま た 、 各 被 駆 動 板 ３ ０ は 、 駆 動 部 材 ３ ４ を 囲 む よ う に し て 配 置 さ れ 、 駆 動
部 材 ３ ４ の 各 側 面 に 摩 擦 係 合 さ れ て い る 。 こ の よ う に 四 枚 の 被 駆 動 板 ３ ０ 、 ３ ０ … を 駆 動
部 材 ３ ４ の 各 側 面 に 摩 擦 係 合 さ せ る こ と に よ っ て 、 摩 擦 力 を 増 加 さ せ る こ と が で き 、 レ ン
ズ 枠 ２ ０ を よ り 安 定 し て 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 圧 電 素 子 ３ ２ の 駆 動 力 を 上 下 左
右 均 等 に 伝 達 す る こ と が で き 、 レ ン ズ 枠 ２ ０ を よ り ス ム ー ズ に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
　 　 　
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 駆 動 部 材 ３ ４ の 片 側 の み に 被 駆 動 板 ３ ０ を 設 け て も よ い 。 図
５ の 駆 動 部 材 ３ ４ は 、 圧 縮 ば ね ５ ０ の 付 勢 手 段 に よ っ て 被 駆 動 部 材 ３ ０ に 押 し 付 け ら れ て
い る 。 圧 縮 ば ね ５ ０ は 、 そ の 下 端 （ 不 図 示 ） が ケ ー ス １ ２ に 固 定 さ れ 、 上 端 が 駆 動 部 材 ３
４ に 当 接 さ れ て お り 、 こ の 圧 縮 ば ね ５ ０ の 付 勢 力 に よ っ て 、 駆 動 部 材 ３ ４ と 被 駆 動 部 材 ３
０ の 摩 擦 力 が 確 保 さ れ て い る 。 こ の よ う に 駆 動 部 材 ３ ４ の 片 側 の み に 被 駆 動 板 ３ ０ を 設 け
た 場 合 で あ っ て も 、 駆 動 部 材 ３ ４ を 矩 形 の ブ ロ ッ ク 状 に 形 成 す る こ と に よ っ て 、 圧 電 素 子
３ ２ の 振 動 が 駆 動 部 材 ３ ４ で 減 衰 さ れ る こ と を 防 止 で き 、 被 駆 動 板 ３ ０ の 駆 動 制 御 を 正 確
に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 は 、 板 状 の 駆 動 部 材 ３ ４ を 用 い た が 、 駆 動 部 材 ３ ４ の 形 状 は
こ れ に 限 定 す る も の で は な く 、 例 え ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 円 柱 状 の 駆 動 部 材 ４ ０ を 用 い て
も よ い 。 こ の 場 合 、 被 駆 動 板 ４ ２ 、 ４ ２ に は 、 円 弧 状 の 溝 ４ ４ を 駆 動 方 向 に 形 成 し 、 こ の
溝 ４ ４ に 駆 動 部 材 ４ ０ を 摩 擦 係 合 さ せ る と よ い 。 こ の 場 合 に も 被 駆 動 板 ４ ２ 、 ４ ２ を 駆 動
部 材 ４ ０ の 両 側 か ら 摩 擦 係 合 さ せ る こ と に よ っ て 、 被 駆 動 板 ４ ２ 、 ４ ２ と 駆 動 部 材 ４ ０ の
摩 擦 力 を 十 分 に 安 定 し て 確 保 す る こ と が で き 、 被 駆 動 部 材 ４ ２ 、 ４ ２ を ス ム ー ズ に 安 定 し
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て 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 三 角 柱 状 の 駆 動 部 材 を 用 い て も よ く 、 こ の 場 合 に は 、 駆 動 部 材 の 二 つ の 側 面 に 被
駆 動 部 材 を 摩 擦 係 合 さ せ る こ と に よ っ て 、 駆 動 部 材 と 被 駆 動 部 材 と の ガ タ ツ キ を 防 止 す る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 本 発 明 に 係 る ア ク チ ュ エ ー タ の 用 途 と し て は 、 例 え ば デ ジ タ ル カ メ ラ や 携 帯 電 話
等 の 小 型 精 密 機 器 に 適 用 す る こ と が で き る 。 特 に 携 帯 電 話 は 、 ３ Ｖ 以 下 の 低 い 電 圧 で 駆 動
す る 必 要 が あ る が 、 本 発 明 の ア ク チ ュ エ ー タ を 用 い る こ と に よ っ て 、 ２ ０ ｋ Ｈ ｚ 程 度 の 高
周 波 で あ っ て も 駆 動 す る こ と が で き 、 レ ン ズ 枠 ２ ０ を ２ ｍ ｍ ／ ｓ 以 上 の 高 速 度 で 移 動 さ せ
る こ と が で き る 。 よ っ て 、 １ ０ ｍ ｍ 程 度 の 移 動 が 必 要 と な る ズ ー ム レ ン ズ で あ っ て も 、 迅
速 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る ア ク チ ュ エ ー タ が 適 用 さ れ た レ ン ズ 装 置 の 構 成 を 示 す 分 解 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 の ア ク チ ュ エ ー タ の 構 成 を 示 す 斜 視 図
【 図 ３ 】 図 ２ の 圧 電 素 子 に 印 加 さ れ る 駆 動 パ ル ス の 波 形 図
【 図 ４ 】 図 ２ と 異 な る 構 成 の ア ク チ ュ エ ー タ を 示 す 斜 視 図
【 図 ５ 】 図 ２ と 異 な る 構 成 の ア ク チ ュ エ ー タ を 示 す 斜 視 図
【 図 ６ 】 図 ３ と 異 な る 構 成 の ア ク チ ュ エ ー タ を 示 す 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ２ ０ … レ ン ズ 枠 、 ３ ０ … 被 駆 動 板 、 ３ ２ … 圧 電 素 子 、 ３ ４ … 駆 動 部 材 、 ３ ６ … 押 え ば ね
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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